
1　獣医学教育を取り巻く近年の
状況
わが国の獣医学教育は，昭和
58 年に修業年限が 4 年から 6 年
に延長され，獣医学課程を有する
大学，関連学会，関係省庁などに
よる献身的な努力によってその改
善・充実が図られてきた．獣医学

教育並びに獣医師に対する社会の要請は著しく増大して
おり，以下の社会的要請のための教育を実践することが
獣医学教育を担う大学の喫緊の課題となっている．
①食の安心・安全，動物由来感染症の拡大，飼育動物
の疾病の多様化等に対応できる人材の養成
②国境を超えた動物由来感染症への対応，拡大する農
林水産物・食品の輸出入の防疫需要の増大に対応で
きる国際性を備えた人材の養成
③獣医師の職域の多様性に対応できる教育の実践
これらの獣医学教育に対する社会的要請の変化，獣医
師に対する要求の高度化等を踏まえ，わが国の獣医学教
育全体のレベルを引き上げるための新しい獣医学教育体
制を構築し，これに沿った獣医学教育を行う必要があ
る．すなわち，現行の卒論を主体とした獣医学教育から
欧米で行われている実務教育を主体とした獣医師教育へ
の移行を行う必要がある．
さらに，日本の獣医師の国際的通用性を確保するため
に，欧米の獣医学教育と同等の教育内容を提示し，現在，
急速に進展している「獣医学教育の国際化」を念頭にお
いた新しい獣医学教育体系を国内外に示す必要がある．

2　共同獣医学課程の設置
北海道は，産業基盤である畜産を支える牛・馬・豚等
の産業動物，人の精神的糧となる犬や猫等の伴侶動物，
豊かな自然に生きる野生動物が，わが国有数の規模で人
間と共生する地域である．

このような北海道で獣医学教育を担う北海道大学と帯
広畜産大学には全国から獣医師を志す若者が集まり，獣
医学教育に適した環境を活用した教育を実践して獣医師
養成に務めてきた．帯広畜産大学は農畜産業を基幹産業
とする広大な十勝の中心都市帯広に位置し，産業動物診
療，生産獣医療並びに獣医公衆衛生学教育に重点をおい
た教育を行い，獣医師養成に止まらずすべての畜産関連
教育分野を網羅する畜産系大学である（図 1）．一方，
北海道大学は，人口 195 万人を擁する札幌市の中心部
に位置し，12 学部・24 研究院と 5つの全国共同利用研
究施設を擁する総合大学であり，獣医学部及び獣医学研
究科は人と動物の福祉の向上に寄与することを目的とし
て，人獣共通感染症やライフサイエンス研究，生態系保
全や小動物臨床に重点をおいた教育研究を行ってきた
（図 1）．2つの大学は，それぞれの理念に基づく人材養
成・学術研究を通じて現在まで社会からの期待に応えて
きた．
しかし，増大する獣医学に対する国際的・社会的要請
に応えるためには 2大学が独立して行う教育体制では不
十分であり，両大学の緊密な教育連携のもとで優れた人
材を養成する体制を構築し，欧米水準の獣医学教育を行
うことが重要である．
平成 20 年，大学設置基準の一部が改正され，大学の
統合・再編に依らずとも複数の大学がそれぞれ優位な教
育研究資源を集結し，共同の教育課程を実施することが
可能な制度（大学における教育課程の共同実施制度）が
創設された．欧米の獣医学教育に比肩する教育体制を構
築するには 1 国立大学の教職員・設備・施設では難し
く，さらに，異なる機能・特性を持つ 2大学の連携が不
可欠である．北海道大学及び帯広畜産大学は，平成 22
年度からこの共同実施制度の理念を踏まえて獣医学教育
体制の充実について協議を重ね，文部科学省 国立大学
改革強化推進補助金をいただいて平成 24 年 4 月から共
同獣医学課程（VetNorth Japan）を開始した．
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③基礎生命科学を中心とした基礎獣医学教育，野生動
物医学及び国際基準の動物実験に関する教育を充実
させる．
④講義は教員の移動及び遠隔講義システムを活用する
ことにより，また，実習は適切なフィールドを提供
できる大学等へ教員・学生を移動させることによ
り，効率的かつ有効な教育を実施する．
⑤「農業・食品，人間の健康と福祉及び環境問題」な
どに興味をもたせる教育を実施する．
⑥獣医師としての基礎知識・技能をさらに向上させる

3　共同獣医学課程の特色
現在，共同獣医学課程では欧米水準の教育を実践する
ため，両大学の教育資源を結集して新たな獣医学教育体
系を構築し（図 2），これまで 1大学だけでは成しえな
かった下記の特色を持つ獣医学教育を実施している．
①獣医学教育を巡る世界の動向を踏まえ，国際的通用
性を確保する．
②わが国の獣医学教育において，不十分と指摘されて
いる産業動物臨床教育，先端的伴侶動物臨床教育，
公衆衛生教育を充実させる．

図 1　北海道大学及び帯広畜産大学における獣医学教育の特色

図 2　北海道大学─帯広畜産大学 共同獣医学課程で実施されている新たな獣医学教育体系



⑤スキルスラボの新設：産業動物並びに伴侶動物の臨
床手技を繰り返し自学習できる．
⑥動物・食品検査診断センターの新築：平成 29 年に

ISO17025 を取得した施設で食品並びに動物検体検
査の高度な実務教育を行う．
さらに，平成 25 年に既存の施設を完全改修して屠畜
実習施設，肉製品加工実習施設及び乳製品加工施設から
なる食品加工実習施設を整備した．ISO22000 を取得し
たこの施設を使って，屠畜実習，肉加工及び肉加工の高
度な実務実習を行う．
共同獣医学課程において北海道大学は伴侶動物臨床，
実験動物学などをおもに担当する．これらの分野におい
て 1学年 80 名の学生に充分な実技実習を行わせるため
に下記の施設を新設・改修した．
①動物医療センターの新築：平成 25 年に新築した 12
の診察室，広い処置室，臨床血液検査室，5の手術
室，集中治療室，放射線治療室，化学療法室，カウ
ンセリングルームなどからなる病院で日常診療の中
で臨床教育を行っている．
②実験動物施設の改修：平成 19 年，日本の大学とし
て初めて AAALACインターナショナルの完全認
証を取得し，平成 30 年に全面改修した実験動物施
設であり，動物福祉に配慮した世界水準の動物実
験を実施している．
③スキルスラボの新設：伴侶動物の臨床手技を繰り返
し自学習できる．

6　欧州獣医学教育認証の取得
われわれ，VetNorth Japanが行ってきた教育改善が
正しい方向であったかどうかを客観的に審査してもらう
ために海外の獣医学教育認証機構に評価を依頼すること

ため，「職域等に応じた専門コース」をアドバンス
ト科目として複数設置する．

4　教育改善のための教職員の拡充
共同獣医学課程において帯広畜産大学は産業動物臨床
と食品衛生等をおもに担当する．これらの分野，すなわ
ち解剖・臨床病理を含む産業動物臨床に関係する教員・
獣医師及び技術補佐員の拡充，並びに食品衛生学に関係
する教員及び技術補佐員の拡充を行った．
共同獣医学課程において北海道大学は伴侶動物臨床と
実験動物学等をおもに担当する．これらの分野の教員・
獣医師及び技術補佐員の拡充を行った．

5　教育改善のための施設・設備の拡充
共同獣医学課程において帯広畜産大学は産業動物臨床
と食品衛生をおもに担当する．これらの分野において 1
学年 80 名の学生に充分な実技実習を行わせるために平
成 27 年 9 月に既存の動物医療センター，焼却施設に新
たに下記の施設を改修及び新設して産業動物臨床施設
群を整備した（図 3）．
①産業動物臨床棟の新築：臨床講義室，自習ホール，
マルチルーム，教員室，実験室等からなる教育エリ
アと，CT・MRI検査室，手術室・処置室等からな
る医療エリアで構成される．
②産業動物飼育棟の新築：動物福祉と交差汚染防止に
配慮した牛 2室，馬 2室の入院房及び ICU各 2室を
要する．
③感染動物隔離施設の改修：産業動物並びに伴侶動物
の検疫と感染動物の隔離を行う．
④病態診断棟の新築：生体検査から病理検査までの実
務教育を行う．

図 3　帯広畜産大学で整備した産業動物臨床施設群の全景
①産業動物臨床棟，②産業動物飼育棟，③感染動物隔離施設，④病態診断棟，
⑤動物・食品検査診断センター，⑥動物医療センター，⑦焼却施設

❶

❷

❼
❸ ❹ ❺

❻



部分認証，非認証）．
日本において EAEVE認証を取得するためには特に以
下の実践が重要である．
①獣医療において重要な動物種とそれらの十分な症
例をすべての学生に修学させる．
②実践的な臨床教育並びに公衆衛生関連教育を充分な
時間を取って行う．
③多様な教育方法による少人数制の実地教育を行う．
④充分な自学自習環境を整備する．
⑤適正な成績評価を実施する．
⑥学生を含むステイクホルダーの意見を教育改善に反
映する．
⑦適正な学生／教員比，臨床系科目／非臨床系科目
比を維持する．
⑧安定的財政基盤を維持する．
⑨自律的・持続的な教育改善を保証する．
⑩ 高 い 教 育 の 質 と 卒 業 生 の 能 力（Day-one 

competencies）を保証する．
われわれ，VetNorth Japanは昨年（平成 29 年 7 月）
に事前診断を受審した．現在，来年（平成 31 年 7 月）
の最終審査に向けて事前診断で指摘を受けた事項につい
て改善を進めている．
現在，世界の多くの獣医大学が欧米認証の取得を目指
しているほか，世界 178 カ国が加盟している家畜と畜
産品の安全・安心確保を目指す国際機関である国際獣疫
事務所（OIE）の先導により国際認証ワーキンググルー
プ（IAWG : Inter national Accreditat ion Working 

Group）が結成され，獣医学教育認証の国際的な統一が
図られている．われわれは共同獣医学課程で構築した新
たな獣医学教育の体系が欧米の獣医学教育と同水準であ
ることを立証し，卒業生が欧米の獣医師と対等に仕事が
できるように EAEVE認証取得を目指している．

7　今 後 の 展 望
今年，平成 30 年 3 月に共同獣医学課程第 1期生が卒
業した．この 6年間に行った獣医学教育の大幅な改善を
行い，今後，下記の事業を強力に推進する．
①研究を基盤とした獣医学教育の維持
②臨床並びに公衆衛生実務実習の更なる強化
③国内獣医学教育認証制度の充実
④欧州認証の取得と IAWGへの参画
なお，この 6年間実施してきた文部科学省 国立大学
改革強化推進事業は引き続き自己資金で推進し，得られ
る成果は国内の全獣医大学に還元する．

にした．
現在，世界的にはいくつかの獣医学教育認証機構があ
り，その代表的なものは欧州獣医学教育確立協会
（EAEVE : European Association of Establishments 

for Veterinar y Education），アメリカ獣医師会の教育
審議会（AVMA : American Veterinar y Medical Asso-

ciation，COE : Council on Education），オーストラ
レーシア獣医療審議委員会の獣医科大学認証諮問委員会
（AVBC : Australasian Veterinar y Boards Council，

VSAAC : Veterinar y Schools Accreditation Advisor y 

Committee）などがある．
欧州では高校卒業生を受け入れて 1年間の教養教育を
含む 5.5 年以上の獣医学教育を教授するのに対して，北
米では大学あるいは大学院卒業生を受け入れて 4年間の
獣医学専門教育を教授する．欧州の獣医学教育認証が申
請大学の獣医学教育が一定の質と EU（European 

Union：欧州連合）基準に達していることを保証するの
に対して，北米の獣医学教育認証は基本的に米国とカナ
ダ 2国の獣医学教育の質と水準を厳密に設定しておりこ
れに達しているかどうかを判断する．このため，北米に
比べて欧州の獣医学教育認証審査では各国の文化など申
請国の多様性に配慮した認証審査が行われる．いずれの
認証においても卒業時に多様な獣医職に対応可能な
“Day-one competencies”と呼ばれる最低限の知識・
技術・姿勢の習得が必須である．
われわれは教育体系が同じで申請国の文化的多様性に
も配慮した認証審査を行う EAEVEの獣医学教育認証を
受審することに決めた．

EAEVEの獣医学教育認証の審査項目は，①目的と組
織，②財務，③カリキュラム，④施設と設備，⑤動物資
源及び動物由来教材，⑥学習環境，⑦入学者受入方針・
進級要件・福利厚生，⑧学生評価，⑨教員及びサポート
スタッフ，⑩研究プログラム・卒後教育・大学院教育，
⑪学修成果の評価と教育の質保証の 11 項目であり，こ
れらを詳細に記載した自己評価書（SER : Self Evalua-

tion Repor t）をまず作成する．EU域外の国の獣医大学
が EAEVE認証の審査を受けるためには事前診断（CV : 

Consultative Visitation）を受ける必要がある．CVは
3名の審査員が担当し，審査員は SERを詳細に読んで 3
日間程度の訪問調査を行って報告書を作成する．受審大
学は報告書で指摘された項目を改善して CVから 3年以
内に最終審査（Visitation）を受審しなければならない．
最終審査は学生を含む 8名の専門家で構成され SERに
従って 5日程度の詳細な審査を行い評価を下す（認証，




